
西
、
山
東
、
山
西
、
河
南
、
河
北
省
の
都
市
遺
跡
を
見
察
し
て
|
」

ハ
名
古
屋
大
皐
文
察
部
研
究
論
集
一
二
二
、
史
率
四
一
、
一
九
九
五
)

一O
頁。

(
3
〉
河
南
省
文
物
研
究
所
等
「
河
南
准
陽
卒
糧
蓋
龍
山
文
化
城
社
試
掘
筒

報
」
ハ
文
物
一
九
八
三
|
一
二
〉
二
八
頁
。

〈

4
〉
浅
原
選
郎
「
古
代
園
家
の
出
現
|
股
・
西
周
時
代
」
(
永
田
英
正
編

『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
一
|
中
園
史
古
代
』
同
朋
合
出
版
、
一
九
九

四〉。

(
5
〉
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
等
『
曲
阜
魯
園
故
城
』
(
斉
魯
書
社
、
一

九
八
二
)
。

ハ
6
〉
拙
著
『
春
秋
・
殿
園
・
秦
漢
時
代
の
都
市
の
構
造
と
住
民
の
性
格
』

(
卒
成
元
年
度
科
皐
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九

O
Y

一
九
九
五
年
九
月
東
京
汲
古
書
院

二
七
六
頁
+
あ
と
が
き
一
八
頁
五
五

O
O園

A
五
剣
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羽
田

正
編
著

シ
ャ
ル
ダ
ン
『
イ
ス
フ
ァ
ハ

l
ン
誌
』
研
究

勝

藤

猛

『
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
誌
』
の
原
著
者
シ
ャ
ル
ダ
ン
同

g
ロ
の
宮
丘
町
ロ
は
、

一
六
四
三
年
一
一
月
一
六
日
、
パ
リ
に
生
ま
れ
た
。
ル
イ
十
四
世
間
位
の
年
で

あ
る
。
父
は
ユ
グ
ノ
1
、
つ
ま
り
カ
ル
ヴ
ア
ン
波
の
新
数
徒
で
、
資
石
商
人
で

あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
は
六
五
年
、
商
品
を
持
っ
て
東
方
へ
の
放
行
に
出
夜
、
翌
六

六
年
初
め
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

I
朝
の
首
都
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
に
到
着
し
、
カ
プ
チ
ン

修
道
院
を
宿
と
し
た
。

カ
プ
チ
γ
舎
の
修
道
士
は
、
そ
の
名
の
起
こ
り
で
あ
る
先
の
と
が
っ
た
帽
子

を
か
ぶ
り
、
ひ
げ
は
剃
ら
ず
、
裸
足
で
歩
い
て
教
え
を
説
い
て
い
た
。
シ
ャ
ル

ダ
ン
は
彼
ら
が
イ
ス
ラ
ム
の
托
鉢
俗
ダ
ル
ヴ
ィ
l
シ
ュ
に
似
て
い
る
と
見
な

す
。
〔
本
文
二
ハ
、
七
五
、
七
六
、
八
二
、
一

O
O、
一
二
四
頁
、
注
Mm
必〕

こ
の
舎
は
宗
教
改
革
に
封
抗
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
布
致

活
動
の
一
部
を
な
す
。
た
だ
し
そ
の
活
動
は
お
の
ず
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
質
を

帯
び
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
カ
プ
チ
ン
舎
の
ほ
か
に
、
イ
タ
リ
ア
人
に
よ
る
カ
ル
メ

ル
舎
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
舎
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス

フ
ア
ハ
ン
に
建
物
を
も
っ
て
い
た
。

シ
ャ
ル
ダ
ン
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
カ
プ
チ
ン
曾
修
道
士
は
、
サ
フ
ィ
l

一
世

〔
ア
ッ
パ
ー
ス
大
王
の
孫
、
在
位
二
ハ
二
九
l
四
一
己
の
治
世
の
初
め
に
ベ
ル

シ
ア
に
来
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
〔
ル
イ
十
三
世
〕
の
推
薦
朕
に
よ
っ
て
ベ
ル
シ
ア

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
リ
シ
ュ
リ
ュ

l
極
機
卿
の
執
政
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ

-161ー
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る
。
」
〔
本
文
七
三
頁
〕

カ
プ
チ
ン
舎
修
道
院
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
代
表
部
と
い
っ
た
役
割
を
も
っ
て

い
た
よ
う
で
、
ユ
グ
ノ
ー
で
あ
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
が
こ
こ
に
出
入
り
す
る
の
に
差

し
支
え
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
六
六
年
六
月
、
ア
ッ
パ
ー
ス
二
世
(
サ
フ
ィ
l

一
世
の
子
、

在
位
一
六
四
二
|
六
七
)
か
ら
王
の
御
用
商
人
の
資
格
を
も
ら
い
、
賓
飾
品
の

寅
り
込
み
に
も
成
功
し
た
。
六
七
年
、
イ
ン
ド
に
渡
り
、
六
九
年
に
再
び
ベ
ル

シ
ア
に
入
り
、
七

O
年
五
月
、
パ
リ
に
錦
園
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
第
一
回
東
方

放
行
で
あ
る
。

シ
ヤ
ル
ダ
ン
は
翌
年
八
月
、
第
二
次
放
行
に
出
夜
、
七
三
年
六
月
一
一
一
一
一
目
、

イ
ス
フ
ア
ハ
ン
に
到
着
、
今
回
も
カ
プ
チ
ン
曾
修
道
院
に
宿
を
取
っ
た
。
そ
の

後
、
ベ
ル
シ
ア
各
地
主
商
用
で
歩
き
、
今
度
は
カ
ル
メ
ル
舎
の
修
道
院
に
泊
っ

た
。
こ
う
い
う
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
八
年
初
め
、
イ
ン
ド
へ
行

き
、
翌
年
末
、
乗
船
し
、
八

O
年
八
月
二
七
日
、
ロ
ン
ド
ン
に
入
浴
し
た
。
こ

の
二
回
の
放
行
に
お
い
て
、
ベ
ル
シ
ア
滞
在
は
計
七
年
半
、
そ
の
首
都
に
い
た

の
は
第
一
次
が
一
年
徐
、
第
二
次
が
こ
な
い
し
三
年
で
あ
る
。

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
一
且
フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
た
。
し
か
し
編
著
者

の
解
題
に
よ
れ
ば
ご
六
八
一
年
四
月
、
肉
親
・
友
人
に
別
れ
を
告
げ
る
暇
も

な
く
、
急
い
で
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
生
活
の
根
撮
を
移
し

た
。
移
住
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
宗
教
上
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
具
陸

的
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ユ
グ
ノ
ー
へ
の
屋
力
強
化
が
あ
り
、
八
五
年
に
は

ナ
ン
ト
の
殺
令
〔
一
五
九
八
年
愛
布
、
新
数
徒
に
あ
る
程
度
の
信
仰
の
自
由
を

認
め
た
〕
が
駿
止
さ
れ
た
。
〔
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
陸
で
の
新
奮
の
封
立
か
ら
離

れ
て
菌
数
曾
を
設
立
し
た
。
〕
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

ド
曾
祉
の
株
主
と
し
て
、
禽
祉
の
業
務
を
見
守
り
、
ま
た
亡
命
し
て
来
る
ユ
グ

ノ
ー
へ
の
援
助
も
怠
ら
ず
、
金
持
ち
の
名
土
と
し
て
恵
ま
れ
た
半
生
を
迭
っ

た
。
一
七
一
一
一
一
年
一
月
五
日
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
自
宅
で
死
去
、
浦
六
九
品
酷
で

あ
っ
た
。
」
〔
三
七
四
J
三
七
五
頁
〕

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
第

一
次
銀
行
の
際
、
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
で

「
オ
ラ

ン
ダ
の
商
館

長
で
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
・
イ
ェ

1
ガ
ー
と
い
う
、
非
常
に
皐
識
の
あ
る
人
物

と
、
個
人
的
友
情
を
結
ん
だ
。
ベ
ル
シ
ア
を
知
り
そ
れ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
な

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
正
確
で
康
範
な
報
告
を
行
い
た
い
と
い
う
共
通
の
情
熱

が
、
私
た
ち
を
結
び
つ
け
た
。
私
た
ち
は
、
費
用
と
努
力
を
出
し
あ
っ
て
、
首

都
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
の
記
述
を
行
う
こ
と
、
そ
の
際
、
知
る
に
値
す
る
も
の
は
何

一
つ
省
か
な
い
こ
と
を
、
申
し
合
わ
せ
た
。
」
〔
一

O
頁
〕
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
記
事

に
は
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
書
い
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

シ
ヤ
ル
ダ
ン
の
東
方
放
行
記
の
最
初
の
も
の
は
、
第
二
次
放
行
の
記
録
で
、

一占
ハ七

一
年
の
出
裂
か
ら
、
七
三
年
六
月
、
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
入
り
ま
で
を
述
べ

た
も
の
で
、
八
六
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
そ
の
次
の
著
作
で
、
『
勅
爵
土
シ
ヤ
ル
ダ
ン
殿
の
ベ
ル
シ
ア
及

び
東
方
そ
の
他
の
地
へ
の
放
行
記
』
と
題
し
て
、
一
七
一
一
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
裂
行
さ
れ
た
。
三
部
か
ら
成
り
、
第
二
部
が
「
ベ
ル
シ

ア
事
情
報
告
」
で
あ
る
。
三
巻
本
・
十
巻
本
の
二
形
態
が
あ
り
、
本
書
の
カ
ヴ

ァ一
一
袋
側
の
骨
局
員
は
前
者
の
倉

一
の
表
紙
で
あ
る
。

一
七
三
五
年
、
シ
ャ
ル
ダ

ン
の
遺
稿
を
入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
出
版
社
が
、

四
巻
の
披
行
記
と
し
て
刊
行
し
た
。

こ
の
版
を
底
本
と
し
て
、

一
八
一
一
年
に
「
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
故
園
で
初
め
て

出
版
さ
れ
る
最
良

・
最
高
の
刊
本
」
と
い
う
誼
い
文
句
で
、
十
各
本
が
パ
リ
に

お
い
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
放
行
記
の
第
二
部
の
一
章
を
占
め
る
の
が
、

-162-

「
ベ
ル
シ
ア
の
都
イ
ス
フ



ア
ハ
ン
の
町
に
つ
い
て
の
特
別
な
記
述
」
、
本
書
で
『
イ
ス
フ
ア
ハ

l
γ
誌
』
と

呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
解
題
に
い
う
、
「
一
七
・
一
八
世
紀
に
ベ
ル
シ
ア
を
訪
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
放
行
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
蛍
時
の
都
イ
ス
フ
ア
ハ
ン

に
関
す
る
叙
述
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
詳
し
く
且
つ
正
確
な
報
告
は
、

他
に
例
を
見
な
い
」
と
。
〔
三
七
六
頁
〕

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
人
童
家
を
同
伴
し
て
績
を
描
か
せ
た
〔
九
一
一
貝
、

注
M
m
m
〕
。
本
文
の
中
に
一
八
葉
の
績
が
載
っ
て
お
り
、
理
解
を
助
け
て
く
れ

る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
る
著
述
が
文
字
だ
け
な
の
と
大
い
に
相
違
す
る
。
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シ
ャ
ル
ダ

γ
は
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
の
案
内
の
中
で
、
カ
ル
メ
ル
曾
修
道
院
の
建

物
に
言
及
し
て
い
る
。
「
こ
れ
は
王
の
も
の
で
あ
る
大
邸
宅
で
、
ク
王
の
賓

客
。
の
資
格
で
そ
こ
に
住
む
よ
う
、
彼
ら
に
奥
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
元

来
、
一
七
世
紀
の
初
め
、
ア
ッ
パ
ー
ス
大
玉
〔
在
位
一
五
八
七
J
一
六
二
九
〕

が
家
族
も
ろ
と
も
滅
ぼ
し
た
砲
兵
隊
長
の
屋
敷
だ
っ
た
。
カ
ル
メ
ル
曾
修
道
土

た
ち
は
、
教
皇
グ
レ
メ
ン
ス
八
世
の
使
節
と
い
う
資
格
で
、
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
に

や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
王
に
住
居
を
求
め
た
。
ど
こ
に
で
も
好
き
な
と
こ
ろ
に

選
ぶ
よ
う
、
王
が
言
っ
た
の
に
到
し
、
彼
ら
が
選
ん
だ
の
が
、
こ
の
屋
敷
な
の

で
あ
る
。
」
〔
七
八
頁
〕

そ
し
て
一
六

O
四
年
六
月
三

O
日
附
、
教
皇
一
が
三
名
の
カ
ル
メ
ル
舎
修
道
士

に
託
し
て
、
ア
ッ
パ
ー
ス
大
王
に
宛
て
た
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
の
翻
鐸
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
文
中
に
「
わ
れ
わ
れ
の
共
通
の
恐
ろ
し
い
敵
で
あ
る
ト
ル
コ
大

帯
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
解
説
し
て
、
「
ア
ッ
パ
ー
ス
大
王

は
、
数
皇
が
オ
ス
マ

γ
園
家
を
滅
ぼ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
そ
の

按
大
を
防
ぐ
こ
と
に
も
っ
と
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
い
た
」
と
。

〔八

O
頁〕

サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
と
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が
封
立
し
て
い
た
の
は
よ
く
知
ら

れ
た
事
寅
で
、
散
の
散
は
味
方
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
は

キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
の
連
携
を
企
て
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
寅
際
に
ベ
ル
シ
ア
で
活
動
し
て
い
る
宣
教
師
を
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
厳

し
く
批
剣
し
て
言
う
。
「
彼
ら
の
大
部
分
は
現
地
の
畳
一
一
口
葉
を
習
得
し
な
い
。
と

く
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
舎
士
は
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
シ
ア
で
私
が
知

り
合
っ
た
八

O
人
以
上
の
う
ち
、
現
地
の
皐
者
と
議
論
を
戟
わ
す
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
わ
ず
か
三
、
四
人
し
か
い
な
い
。
彼
ら
は
私
に
告
白
し
て
、
マ
ホ
メ

ッ
ト
教
徒
を
相
手
に
勝
ち
目
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ト

ル
コ
で
も
イ
ン
ド
で
も
、
事
態
は
同
じ
で
あ
る
。
」
〔
八

O
i八
一
頁
〕

以
下
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
詳
細
な
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
案
内
の
中
、
現
在
、
観
光
客

と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
一
に
つ
き
、
沼
田
氏
の
詩
的
表
現
を
引

用
す
る
。「
王
の
モ
ス
ク
」
の
中
庭
を
取
り
巻
く
二
麿
の
ア
l
チ
式
回
廊
や
、
四
つ

の
イ
l
ワ

1
γ
、
さ
ら
に
ド
l
ム
や
ミ
ナ
レ
ッ
ト
ま
で
、
眼
に
入
る
限
り
の

モ
ス
ク
の
壁
面
は
、
濃
育
・
淡
青
・
寅
を
基
調
と
し
た
タ
イ
ル
の
精
徹
な
文

様
で
覆
い
童
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
美
し
い
壁
面
が
、
朝
の
す
が
す
が
し

い
透
き
通
っ
た
光
と
戯
れ
て
き
ら
め
き
、
査
の
強
烈
で
刺
す
よ
う
な
光
を
受

け
と
め
て
わ
き
た
ち
、
夕
暮
れ
の
柔
ら
か
い
茜
色
の
光
に
映
え
て
金
色
に
輝

く
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
、
光
と
色
が
奏
で
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
あ
る
。
〈
沼

田
正
箸
『
モ
ス
ク
が
語
る
イ
ス
ラ
ム
史
』
中
公
新
書
一
二
四
頁
〉

以
下
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
だ
か
ら
こ
そ
行
っ
て
見
て
書
い
た
こ
と
に
重
貼
を
置
い

て
紹
介
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
王
の
賓
物
庫
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
壁
の
南
に
接
す
る
カ
ラ
・

-163ー
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テ
ベ
ッ
ル
タ
城
砦
の
中
の
主
塔
に
あ
る
。
そ
こ
に
入
る
た
め
の
鍵
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
宮
廷
財
務
総
監
・
城
砦
長
官
・
小
武
器
庫
長
の
三
人
で
、
こ
の
一
一
一
人

が
揃
わ
な
い
と
中
に
入
れ
な
い
。
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
二
度
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
時
計
・
地
球
儀
・
望
遠
鏡
・
武
器
・
鏡
・
装
身

具
・
食
器
類
・
衣
服
な
ど
、
と
く
に
食
器
に
金
製
の
も
の
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ

り
、
武
器
の
中
に
は
金
や
賓
石
で
飾
ら
れ
た
創
も
多
い
。
「
私
の
考
え
で
は
こ

の
質
物
は
優
に
数
百
高
エ
キ
ュ
の
債
値
が
あ
る
。
私
は
金
や
賓
石
に
は
自
が
き

く
か
ら
、
魔
物
を
本
物
と
勘
違
い
し
た
り
し
な
い
。
」

「
私
は
ど
う
し
て
も
も
う
一
度
言
わ
ず
に
お
れ
な
い
が
、
世
界
中
の
ど
ん
な

場
所
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
財
費
を
一
個
所
に
集
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
思
わ

な
い
。
」「
し
か
し
私
が
ほ
ん
と
う
に
驚
い
た
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
豪
華
で
珍
稀
な
細
工

品
の
数
々
を
、
挨
で
痛
み
つ
け
ら
れ
る
ま
ま
に
放
置
し
、
永
年
積
み
重
ね
て
あ

る
た
め
、
静
け
て
粉
々
に
な
る
に
任
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」
〔
一

O
四

1
一

O
八
頁
〕
こ
の
城
砦
の
跡
は
今
は
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
堀
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
。
(
注
M
m
m
)

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
後
宮
に
も
旺
盛
な
関
心
を
示
す
。
そ
の
記
録
は
希
少
債
値
が

大
で
あ
る
。
「
私
は
こ
こ
に
つ
い
て
す
べ
て
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
正

確
に
描
骨
局
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
ほ
ど
に
は
、
観
察
し
た
と
思
う
。
こ
の
種
の
場
所
に

は
、
特
別
な
恩
恵
に
よ
る
場
合
の
み
、
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
そ
れ
は

た
ま
た
ま
何
か
修
繕
の
必
要
が
あ
る
時
、
職
人
に
ば
け
た
上
で
の
こ
と
で
あ

る
。
:
:
・
後
宮
で
私
自
身
で
見
た
以
外
に
、
王
宮
の
宣
官
や
女
性
た
ち
か
ら
、

幾
度
か
情
報
を
得
た
。
:
:
:
富
官
で
あ
れ
ば
誰
で
も
後
宮
の
中
に
入
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
白
人
の
若
い
宣
官
は
、
王
の
た
め
に
特
別
に
命
じ
ら
れ
た
場
合
を

除
い
て
、
決
し
て
入
ら
な
い
。
年
老
い
た
黒
人
の
富
官
だ
け
が
、
女
性
の
い
る

場
所
に
出
入
り
し
、
俸
言
を
つ
た
え
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
」

「
私
は
部
屋
の
ひ
と
つ
が
見
事
に
飾
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
備
え

附
け
の
調
度
品
は
、
こ
れ
以
上
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
享
祭
的
に
見
え

た
。
寝
具
は
立
波
な
繊
訟
の
上
に
敷
か
れ
て
い
た
。
金
や
群
青
〔
ラ
ピ
ス
ラ
ズ

リ
〕
の
装
飾
枠
の
中
の
詩
句
や
文
章
も
、
あ
る
も
の
は
愛
に
つ
い
て
語
り
、
別

の
も
の
は
道
徳
を
扱
う
、
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
主
題
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
。
」
〔
五
五
J
五
七
頁
〕

後
宮
は
も
ち
ろ
ん
現
存
し
な
い
。

(
注
M
m
m〉

ザ

I
ヤ
ン
デ
川
の
南
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
地
匡
が
今
も
あ
り
、
イ
ス
フ
ア
ハ
ン

の
特
色
の
ひ
と
つ
を
な
す
。
こ
れ
が
で
き
た
経
緯
を
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

「
勇
敢
で
明
敏
な
ア
ッ
パ
ー
ス
大
王
は
、
ト
ル
コ
皇
帝
の
大
軍
が
毎
年
ベ
ル

シ
ア
領
に
攻
め
込
ん
で
き
で
は
、
と
り
わ
け
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
土
地
に
居
座
り

綴
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
自
ら
軍
勢
を
率
い
て
、
ア
ラ
グ
ス
川
に
臨
む
イ
リ

ヴ
ア
ン
、
ナ
ッ
チ
ヴ
ア
ン
、
ジ
ュ
ル
フ
ア
の
町
々
、
そ
れ
に
高
地
ア
ル
メ
ニ
ア

全
土
に
向
か
い
、
こ
れ
ら
の
地
方
か
ら
す
べ
て
の
ア
ル
メ
ニ
ア
住
民
を
立
ち
退

か
せ
、
も
れ
な
く
連
行
し
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
ト
ル
コ
人
か
ら
は
ベ
ル
シ
ア

人
ほ
ど
憎
ま
れ
て
お
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
数
徒
と
宗
教
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
彼
ら
こ
そ
自
園
の
臣
民
の
中
で
、
ト
ル
コ
や
キ
リ
ス
ト
教
園
相
手
の
交
易

に
た
ず
さ
わ
る
の
に
最
適
な
者
と
考
え
て
、
首
都
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
に
連
れ
来
た

?
た
の
で
あ
る
。
」
〔
一
七
一

l
一
七
二
頁
〕
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シ
ャ
ル
ダ

γ
は
蛍
時
「
ベ
ル
シ
ア
で
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
た
」
〔
二
一
一
一
頁
〕

宮
廷
内
の
抗
争
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
宰
相
サ
ル
タ
キ
を
め
ぐ
る
血
な
ま
ぐ

さ
い
封
立
で
あ
る
。
以
下
、
彼
の
叙
述
か
ら
の
抜
粋
:

サ
ル
タ
キ
は
、
サ
フ
ィ

1
一
世
の
治
世
末
期
か
ら
ア
ッ
パ
ー
ス
二
世
の
初
め

に
か
け
て
、
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
た
。
彼
は
タ
プ
リ
l
ズ
の
パ
ン
屋
の
息
子

で
、
父
は
彼
を
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
へ
出
稼
ぎ
に
や
っ
た
。
彼
の
友
達
は
男
色
に
ふ

け
る
若
者
で
、
彼
も
こ
の
罪
に
汚
染
さ
れ
た
。
二
年
た
っ
て
、
彼
は
王
の
役
人

に
よ
っ
て
、
小
銃
を
か
つ
ぐ
以
上
の
能
力
の
あ
る
男
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
書
記

と
な
っ
た
。

彼
は
あ
る
子
供
を
誘
拐
し
て
色
事
を
さ
せ
た
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
子

供
の
親
が
王
に
直
訴
し
、
彼
は
去
勢
の
刑
に
慮
せ
ら
れ
た
。

サ
ル
タ
キ
は
そ
の
た
め
に
遊
蕩
が
不
能
と
な
っ
た
の
で
、
仕
事
に
専
念
し
、

十
年
後
に
は
財
政
に
す
ぐ
れ
た
手
腕
を
裂
揮
し
、
い
く
つ
か
の
要
職
を
歴
任
し

た
あ
と
、
一
闘
の
宰
相
に
ま
で
出
世
し
た
。
彼
は
公
共
の
利
金
の
た
め
、
自
分

の
主
人
の
た
め
、
比
類
な
い
熱
意
を
示
し
た
。
恩
恵
や
職
を
得
る
た
め
に
東
方

で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
贈
り
物
を
、
彼
は
短
け
た
。
大
臣
た
ち
が
こ
の
目
的
の

た
め
に
受
け
取
っ
た
と
わ
か
っ
た
も
の
は
す
べ
て
、
主
の
金
庫
に
牧
め
さ
せ

た
。
サ
フ
ィ
1
王
は
こ
の
賢
明
・
清
廉
な
宰
相
に
満
足
し
て
い
た
が
、
宰
相
は

政
府
の
大
官
た
ち
に
憎
ま
れ
て
い
た
。

ア
ッ
パ
ー
ス
二
世
の
世
の
一
一
一
年
目
、
ギ
ラ
ン
知
事
ダ
ウ
ド
は
、
不
法
徴
税
を

宰
相
に
と
が
め
ら
れ
た
。
知
事
は
身
内
で
あ
る
近
衛
軍
帥
府
軍
ジ
ャ
ニ
カ
ン
の
援

助
を
求
め
た
。

主
ア
ッ
パ
ー
ス
二
世
は
ま
だ
若
く
、
そ
の
母
親
が
後
見
人
と
し
て
権
力
を
揮

り
、
サ
ル
タ
キ
宰
相
と
密
接
な
信
頼
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

将
軍
ジ
ャ
ニ
カ
ン
は
宰
相
を
殺
す
こ
と
を
企
て
、
宰
相
の
散
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
な
中
の
ひ
と
り
、
砲
兵
隊
長
を
一
味
に
加
え
た
。
彼
ら
は
宰
相
に
王
命

を
停
え
る
と
稽
し
て
そ
の
家
へ
行
き
、
隊
長
は
宰
相
の
鐙
に
短
剣
を
突
き
立
て

て
殺
し
、
そ
の
首
を
切
り
落
と
し
た
。
ジ
ャ
エ
カ
ン
は
片
手
で
サ
ル
タ
キ
の
首

を
握
り
、
他
の
手
で
抜
き
身
の
剣
を
持
ち
、
王
宮
へ
駆
け
附
け
、
若
い
王
に
向

か
っ
て
首
を
示
し
た
。
サ
ル
タ
キ
は
こ
の
時
、
宰
相
の
位
に
あ
る
こ
と
一
三

年
、
八

O
裁
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ニ
カ
ン
は
ベ
ル
シ
ア
の
大
崎
将
軍
に
昇
進
し
、
三

高
の
兵
を
指
揮
下
に
も
ち
、
金
貨
二
高
枚
を
贈
ら
れ
た
。

東
方
で
は
ど
こ
で
も
、
女
性
、
と
り
わ
け
身
分
の
高
い
女
性
は
、
情
念
を
抑

え
よ
う
と
は
決
し
て
せ
ず
、
い
つ
も
激
し
く
興
奮
す
る
。
サ
ル
タ
キ
は
王
の
母

の
た
め
に
莫
大
な
財
を
集
め
て
贈
っ
て
い
た
。

彼
女
が
宰
相
の
死
に
ど
れ
ほ
ど
怒
り
狂
っ
た
こ
と
か
。
彼
女
が
復
讐
を
計
重

し
た
こ
と
を
、
ジ
ャ
ニ
カ
ン
は
察
知
し
て
、
彼
女
を
後
宮
か
ら
引
き
ず
り
出
し

て
殺
そ
う
と
園
っ
た
。
し
か
し
後
宮
は
ベ
ル
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
侵
す
べ
か
ら

ざ
る
場
所
で
あ
り
、
目
を
そ
の
入
り
口
に
向
け
る
だ
け
で
、
破
廉
恥
行
信
用
と
み

な
さ
れ
て
い
た
。

一
刑
は
公
卒
で
、
ジ
ヤ
ニ
カ
ン
の
陰
謀
も
相
手
方
に
ば
れ
た
。
気
の
弱
い
王
は

母
后
に
け
し
か
け
ら
れ
て
ジ
ャ
ニ
カ
ン
慮
罰
を
決
意
し
、
王
宮
の
中
で
陰
謀
者

一
味
を
斧
で
八
つ
裂
き
に
し
、
町
の
外
の
墓
地
の
一
つ
穴
に
投
げ
こ
ん
だ
。
ダ

ウ
ド
知
事
も
死
刑
・
財
産
波
枚
の
刑
罰
を
受
け
た
。

こ
れ
が
事
件
の
概
要
で
あ
る
。
[
一
七
J
二
四
頁
〕

若
く
な
く
て
も
、
女
性
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
、
後
宮
が
舞
壷
と
な
れ
ば
、

下
々
の
好
奇
心
を
そ
そ
る
に
十
分
で
あ
る
。
剛
直
の
老
宰
相
の
悲
劇
に
封
す
る

復
讐
が
な
さ
れ
、
庶
民
は
納
得
し
た
で
あ
ろ
う
。

注
M

川
円
引
に
い
う
、
「
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
サ
ル
タ
キ
は
代
々

繍
く
官
僚
家
系
の
出
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
。
噂
話
と
し
て
は
パ
ン
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屋
の
息
子
で
あ
る
方
が
面
白
い
し
、
文
献
と
し
て
は
名
門
の
出
と
す
る
と
格
好

が
つ
く
。
ま
た
ベ
ル
シ
ア
語
文
献
に
、
黒
幕
た
る
母
后
の
記
事
は
な
い
と
、
注

Mm
臼
に
あ
る
。
文
献
と
噂
話
の
相
濯
を
示
し
て
興
味
あ
る
。
良
質
は
一
柳
だ
け
が

知
る
。も

う
ひ
と
つ
の
話
は
庶
民
の
出
世
物
語
で
あ
る
。
ハ
ラ
ン
・
ヴ
Z

ラ
イ
ェ
ド

と
い
う
聖
者
の
墓
は
、
ベ
ル
シ
ア
建
築
の
見
本
の
よ
う
に
見
事
な
墓
廟
で
あ
る

と
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
言
い
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
石
工
シ
ェ
イ
ク
・
ホ
セ

イ
ン
の
物
語
を
述
べ
る
。
そ
の
筋
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

彼
は
腕
の
い
い
石
工
で
あ
っ
た
の
に
、
他
の
職
人
た
ち
が
あ
ら
ぬ
噂
を
立

て
、
そ
の
た
め
に
彼
は
仕
事
に
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
。
悲
し
ん
だ
石
工
は
稼
い

だ
わ
ず
か
の
お
金
で
蝋
燭
を
一
本
貿
い
、
聖
者
ハ
ラ
ン
の
墓
に
祈
っ
た
「
何
と

ぞ
私
を
こ
の
哀
れ
な
貧
乏
暮
ら
し
か
ら
お
救
い
下
さ
い
。
」
そ
し
て
自
分
の
村

へ
餓
っ
て
行
っ
た
。

あ
る
日
、
ィ
ス
マ
イ
ル
一
世
(
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
創
設
者
)
が
狩
獄
に
出

て
、
雷
雨
に
遡
っ
た
。
皇
后
が
皆
か
ら
は
ぐ
れ
て
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た
の

が
、
あ
の
石
工
の
村
で
あ
る
。
し
か
し
皇
后
を
歓
迎
す
る
村
人
は
一
人
も
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ベ
ル
シ
ア
で
は
、
道
で
王
の
妻
た
ち
に
出
曾
う
こ
と
は
お
ろ

か
、
五

O
歩
の
距
離
に
近
づ
く
だ
け
で
、
死
刑
に
値
し
た
か
ら
で
あ
る
。
皇
后

は
泣
き
な
が
ら
、
石
工
の
家
の
戸
を
叩
き
、
大
撃
で
助
け
を
求
め
た
。
彼
は
決

心
し
た
、
い
っ
そ
こ
の
女
性
を
助
け
、
そ
れ
が
原
因
で
殺
さ
れ
た
ら
、
今
の
み

じ
め
な
生
活
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
、
と
。
そ
こ
で
彼
は
皇
后
を
招
き
入
れ
、
世
話

は
妻
と
娘
に
ま
か
せ
て
、
自
分
は
家
の
外
に
出
た
。

後
日
、
皇
后
は
宮
廷
に
戻
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
主
に
告
げ
た
。
石
工
は
王
に

認
め
ら
れ
、
才
能
あ
り
、
議
み
書
き
も
で
き
た
の
で
、
建
築
線
監
、
つ
い
で
大

臣
に
ま
で
な
っ
た
。
こ
の
幸
運
は
ま
っ
た
く
ハ
ラ
ン
・
ヴ
ェ
ラ
イ
ェ
ド
聖
人
の

お
蔭
で
あ
る
と
、
彼
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
墳
墓
を
建
て
た
。
そ
れ
が
現
在
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
ハ

1
ル
l
ネ
・
ヴ
ィ
ラ
l
ヤ
ト
の
聖
廟
で
あ
る
。
〔
八
八

J
八
九
頁
、
注
陥

m〕

石
工
が
讃
み
書
き
で
き
る
こ
と
は
珍
し
い
。
そ
の
他
い
く
つ
も
の
偶
然
が
重

な
っ
て
出
世
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
確
率
が
い
く
ら
低
く
て
も
、
こ
う
い
う
話

を
庶
民
は
好
む
。

シ
ヤ
ル
ダ
ン
は
し
ば
し
ば
「
ベ
ル
シ
ア
で
は
」
「
東
方
で
は
」
と
、
フ
ラ
ン

ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
基
準
と
す
る
比
較
文
化
論
を
提
出
し
て
い
る
。
今
ま
で
の

引
用
文
に
も
見
ら
れ
た
が
、
な
お
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

ベ
ル
シ
ア
で
は
、
血
筋
の
古
さ
は
さ
し
て
有
利
と
な
ら
ず
、
あ
ま
り
考
慮
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
系
園
を
保
存
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
宮
廷
で
自

分
の
曾
祖
父
の
出
自
を
承
知
し
て
い
る
人
は
十
人
も
い
な
い
。
〔
一
五
頁
〕

注
ぬ
却
は
反
論
し
て
い
う
。
「
こ
れ
は
事
貧
に
反
す
る
。
ベ
ル
シ
ア
で
は
、

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
他
地
域
と
比
べ
る
と
、
血
統
が
か
な
り
重
視
さ
れ
る
。
」
ど

ち
ら
の
言
い
分
に
も
根
援
が
あ
る
。
こ
れ
も
一
柳
の
剣
定
に
待
つ
。

ベ
ル
シ
ア
で
は
、
王
女
の
結
婚
相
手
に
は
、
大
貴
族
や
誰
で
あ
れ
、
意
欲
の

あ
る
貴
族
を
選
ん
だ
り
は
し
な
い
。
そ
ん
な
に
程
度
の
高
い
結
婚
を
許
せ
ば
、

王
位
を
奪
お
う
と
す
る
欲
望
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
と
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
一
三
二
頁
〕

マ
ハ
メ
ド
・
ア
リ

l
ベ
ク
は
、
ア
ッ
パ
ー
ス
一
世
・
サ
フ
ィ

l
一
世
・
ア
ッ

パ
ー
ス
二
世
、
三
代
の
王
の
下
で
、
ナ
l
ジ
ル
(
宮
廷
財
務
総
監
〉
で
あ
っ

た
。
ベ
ル
シ
ア
で
は
、
人
の
命
運
は
他
の
闘
よ
り
、
よ
ほ
ど
舞
踊
開
き
わ
ま
り
な

い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
例
外
的
幸
運
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
〔
二
八
頁
〕
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東
方
で
は
、
財
産
は
き
わ
め
て
不
確
寅
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
宮
廷
の

人
土
の
場
合
に
は
、
し
ば
し
ば
さ
さ
い
な
こ
と
で
、
王
が
好
き
勝
手
に
財
産
や

生
命
を
取
り
上
げ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
基
金
を
よ
り
確
貧
な
も
の
と
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
方
法
が
取
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
浴
場
・
パ
ー
ザ
ー
ル
・
隊
一
商

宿
を
建
て
、
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
枚
入
を
、
創
建
し
た
モ
ス
タ
や
皐
院
の
維
持

費
に
あ
て
る
。
〔
七
六

l
七
七
頁
、
注
M
m
m
〕

不
安
定
な
財
産
権
を
少
し
で
も
確
貨
に
す
る
の
が
ワ
タ
フ
の
制
度
で
あ
る
。

ラ
ム
ト
ン
は
い
う
。
「
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
よ
れ
ば
、
不
正
な
方
法
で
取
得
し
た
土

地
を
占
有
し
て
い
た
多
く
の
人
々
は
、
そ
の
土
地
を
ワ
タ
フ
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
横
領
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
か
ら
く
る
道
徳
的
非
難
を
菟
れ
、
一
方
で

は
、
そ
の
土
地
か
ら
の
牧
入
の
殆
ど
を
享
受
し
績
け
よ
う
と
し
た
。
」
(
ア
ン
・

ラ
ム
ト
ン
著
、
岡
崎
正
孝
謬
『
ベ
ル
シ
ア
の
地
主
と
農
民
』

一
二
ハ
頁
〉
。
な

お
こ
の
本
の
第
五
章
「
紹
封
主
義
の
展
開
|
|
サ
フ
ア
ヴ
ィ

l
朝
」
で
、
十
数

箇
所
に
わ
た
っ
て
シ
ャ
ル
ダ
ン
を
引
用
し
て
い
る
。

ベ
ル
シ
ア
で
は
、
大
貴
族
の
屋
敷
が
完
工
す
る
と
、
数
日
開
、
そ
こ
で
王
や

貴
闘
相
を
饗
隠
す
る
の
が
、
ご
く
普
通
の
習
慣
で
あ
る
。
そ
の
時
に
正
門
が
開
け

放
た
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
宴
が
終
わ
る
と
、
永
遠
に
正
門
は
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
う
e

日
本
で
も
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
私
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
〔
一
四
九
頁
〕

日
本
に
つ
い
て
の
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
た
だ
一
箇
所
の
言
及
で
あ
る
。
棟
上
げ
の

式
・
宴
曾
の
こ
と
か
。
後
で
正
門
を
閉
め
る
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
。
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そ
の
他
、
い
く
つ
か
気
の
つ
い
た
こ
と
を
示
す
。
稽
貌
「
ミ
l
ル
ザ
1
」
が
、

名
前
の
前
に
つ
く
の
は
知
識
人
、
後
に
つ
く
の
は
王
子
で
あ
る
。
〈
回
H
O
J
司ロ
0

・

肘・

0
・w

叫
〕
官
、
有
忠

.3
一河内
d

。Nt
H
h
g

。
L
司

』

山

M
O
M
-
H
u
s
-
H由
H
0
・
H
由
田
町

-
M
V
U
-

H
M
内定
w
H
M
2
・
〉
こ
の
こ
と
は
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
に
も
あ
て
は
ま
る
よ
う
で
、
シ

ヤ
ル
ダ
ソ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
後
者
の
例
は
ス
カ
ン
デ
ル
・
ミ

1
ル
ザ

l

〔
二
五
頁
〕
、
サ
フ
ィ
l

・ミ

1
ル
ザ
1

〔
四
七
頁
〕
、
ハ
ム
ザ
・
ミ

1
ル
ザ
l

〔
注
ぬ
仰
〕
。
前
者
は
多
く
、
二

O
人
以
上
あ
り
、
身
分
は
留
者
・
ウ
ラ
マ
1
・

修
史
官
・
占
星
術
師
・
園
務
卿
な
ど
で
あ
る
。

「
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
の
街
角
の
あ
ち
こ
ち
に
、
水
で
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
素
焼

き
の
査
を
見
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
。
水
運
び
。
と
い
う
意
味
の
。
サ
カ
プ
。

と
呼
ば
れ
る
人
が
、
と
く
に
夏
に
、
水
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
大
き
な
草
袋
を
背

負
い
、
手
に
茶
碗
を
持
っ
て
、
通
り
が
か
り
の
人
々
す
べ
て
に
飲
み
水
を
提
供

す
る
た
め
、
遁
り
を
行
き
来
す
る
。
」
〔
三
八
頁
〕

サ
カ
ブ
は
ア
ラ
ビ
ア
語

gsb.-
「
水
運
び
人
」
と
、
注
M

川
山
に
い
う
。
素

焼
き
の
査
や
、
羊
の
草
袋
は
、
中
の
水
が
少
し
ず
つ
泌
み
出
て
気
化
熱
を
奪
う

か
ら
、
水
は
冷
た
く
保
た
れ
る
、
と
い
う
説
明
が
本
文
か
注
に
欲
し
か
っ
た
。

サ
カ
プ
と
b
音
が
加
わ
る
の
は
、
水
害
か
ら
の
連
想
か
。

「後
宮
の
女
た
ち
は
カ
ジ
ャ
ヴ
ェ
と
い
う
揺
り
箆
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
入

っ
て
運
ば
れ
る
。
路
舵
が
こ
れ
を
左
右
振
り
分
け
欣
に
ひ
と
つ
ず
つ
附
け
る
。
」

〔
一
二
三
頁
〕
注
制
限

ωは
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
が
、
本
文
の
ま
ま
で
よ
い
。
園

必
も
そ
れ
を
一
示
す
。
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
寅
物
を
見
て
人
に
開
い
て
書
い
た
は
ず
で

あ
る
。
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本
書
は
、
文
献
博
授
と
寅
態
調
査
の
南
面
か
ら
な
さ
れ
た
努
作
で
あ
る
。
構

成
は
、
誇
文
篇
一
八
四
頁
(
底
本
は
パ
リ
版
、
第
七

l
八
巻
)
、
注
緯
篇
の
ほ

か
、
資
料
篇
と
し
て
、
地
圏
三
四
、
鎗
一
三
、
潟
県
(
一
九
九
六
年
三
月
、
編

著
者
撮
影
〉
と
し
て
、
カ
ラ
l

二
ハ
、
白
黒
一
四
八
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
拳

問
的
債
値
が
と
く
に
高
い
の
は
、
注
四
梓
篇
で
、
九
三
頁
を
占
め
、
五
八
三
項
目
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に
及
ぶ
。
そ
の
史
料
と
し
て
、
ベ
ル
シ
ア
語
の
年
代
記
・
詩
人
停
・
地
方
史
、

な
ら
び
に
同
時
代
の
西
洋
人
に
よ
る
銀
行
記
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
を
、
高
く

評
債
し
た
い
。
評
者
は
一
九
七
二
年
の
夏
、
こ
の
サ
フ
ア
ヴ
ィ
1
朝
首
都
に
数

日
滞
在
し
て
、
歩
き
回
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
な
が

ら
、
本
書
を
楽
し
く
讃
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

一
九
九
六
年
三
月
東
京
大
祭
出
版
舎

B
五

剣

四

三
六
頁
二
二
六
六

O
園
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